
3 妻 木晩田遺跡出上の破鏡について

はじめに

″本的m迎 跡ゎらは こ れま●の前ltt 3■|)if"j境

力!」|十している いすセ■ち畦穴fFⅢlPrお■の“■にてあり

うち2■ (賊rF両ヵi口印■されたいわゆる.取距Jtち 4

こす[■の十苅J筑= 境 を所行した席Uの rli格`  他 地

域との交Jlを考えるうえてII■ ■ナかりとなる 付 に

は尾源Iせと出上の舷朗Ⅲ 大 空庇t柾 主任せ初断に近按

する大型u穴 「村助″ちは■したことか■ 同地区セ「吉

r tr[住 区J(高 ltr Ⅲrj編を中ぃ )と 予mlするR処 ゆ

ひとつと■っている こ のように五■■女llてうけrゎ1

, こ ,■らの血についてはこれ=て 充ケ!“ 討よなされ

ていない

■こて本格て ま =す 去木叱コ也跡‖■の地について

仙観をヒ型する よいて中四回lL方は■りll疑を担ⅢL

その様‖のⅢにチ木晩 T出期山 に制を化に,す ることに

よって こ れ,の破地のもつ旺■"化 林を明うかにすう

ことを卜“,とすと

なお 本和に■,な Ⅲに銃の縞iユ W村 =,“の綿fⅢ"

付 的 4ヽ  100“  l tlゆtll にれること(こ=ち

Ⅲ 富 木晩口遺跡出上の青銅範

(1)松厘頭地区 第 45聖 穴住層跡 (S45)」 ユ外区片

●■の約 ,13の外とに■モあり Ⅲ す″に内区夕:"

の価は■1'よな行している 夕|「よ上面ちfややⅢ資する

キ文ヤ線で クトにと内とと■"JIFな段とをもつ 摘 歯i

tttT4ti`て う, 1伽 あた,約 5水 とヽや粗t■ 内

FlⅢおよす夕1区″一方の喘部 (第1口り上“コ)り はFF面

打【ⅢⅢ宮=Ⅲ■ている 芽 ■1まなさイせていない

とりは疑,■ ■した 1ヽ45ま [屯 巾 区Jと■近くの

立|■■部からヽ ■下Ⅲlったこ十1而に立地し 大 型lt■lF

ヤi赴 物り11 40 nlJヒ末にと「せする 床 “積,3,市 の人

Ⅲり0■ 跡てうち こ のFll弥 =十数回のせてrえ を准

ており は 地は町i床下からいi上した 取 tiFい て4J断

t,1‖ しt=‖ !示さ4tていな(か  こ の付11Ⅲlhl終1,

に"H渋したのは功J■PfF 終ヽ町技■てあり 破 tF jのに■4

,t=U■ もこ打に近い時Jわ想定さ11ている

このに■か■節式を判断するうえて ■ 方"り となる

に■t● 4「 か llイ子章 ノ“区舛周う千rt純 い価lt文

″け(ち ろこと 3而 体 (れ元作)わ【約 は肛てうること

つ2■ にすまない 筑 式について 方 1//1血 神査rj報

十■ (松本他常1200い)て い内行7ビ文氏 そ の後の出帳

物 (i`足 ようロイ縞 2003)モ に飛粛境ときれている

コ【A塩 よ次4t7,rF労叫 拷にしに付すられ 怠 り,レLtと

は糾窓のもク,とすrr:ょりものと''ある 後 ヤt山 区夕lFH

に柿Rイ 1,を,つ ことⅢうに■●りは4を たたす 」 本

夕II↓ての‖上例 (■モ京)を みると '稼 trpものを行カ

たす(て,斬 士時十ヽ終末町ツレの析基わらの‖上である

=た 而 との判コしている例よすべてtt“ nヽ昧泣てあ`

コヽお難と向ビ(7期 第 1破隔にせrt■ すらヤ[る,方的|

系浮‖式げ打甑 とヽ 1紀● ● のrtJを もつものオうち

″ (Nヽ 1992)ア !L‖ 上例りうち よ ■辿ll""Jち

わな`り すます本t↓年生lrr十ヽ終末 IIツ略のいとⅢ ⅢHI■し

て  ヽる (小2■ )

」行イを文疑において1 師 古文t内 ■4"の ど‖■を

構成す`Ⅲと文常てある 削市分規(阿村1903)によ,■|

まヤ女をもつのよ四来と式とよび口座 〔 II式 である

ただし侑幽的 H'|するお●となる"は 分町の監‖など

“とま■っておうす 14争|した細よい櫛樽文わ■にな相1

い価は文への変イヒす智定されているにとど者る IJ去旺

式りうち 「ことft(師 ll iJと,る ほ匂かわるのにI

IVAてある た たしLt映亡H !V式 の両准Ⅲ ●●m'■

となちものうi多く 屈 |!どを前たす可能ILはケない 一

方て円“ l Ⅲ よばとヽに 叱 と担い柿幽屯 となるM

向ちfあり 面 こも10田]冶1後|こまとまって  ヽる  したわ1っ

て松尾"例 ″ⅢⅢ行花文競てあるたちFFlと 1 ■ 式とと

る可能性わhキい 編 年いには波数IWに urt'1)ら “`

以上 難 式について検討したⅢlに にセ↓叡 例をおF‐血

Ⅲしくは▼峨 1館1擬とすると 列 “駐古のu F わ つ

‐ ‐
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, I本 的Ⅲl世H“ ■4に 対につ↓て

軽穴ttEか らのに一のⅢ■例というかなり特殊な状況を

想定しをすれ まならなくなら そ の■ 漠 最 6川の内行

イと文範ならば よ ■道村の時加 (所■時代後加後去)と

十よ性合いである し たがって 碓 言 までまといもりの内

行イ七文銃てある可能‖の方″と市Ⅲtの と考えてお言たい

(2)松尾城地区 蘇 ⅢⅢ堅穴仁居跡 (sⅢl)出 =甑 片

鯉は三十五 イし 赳 イとは十円形て,る  赳 座り四本文

が 葉 のユ述存している 四 差女の線におって知らl■

ていることがヽう と の四英文ホ登□|,に世された可能性

も考え■れる PI業 文の一」およびヤH葉文のえ対,1のは

断面よ耐どされている よ た 地 のよ部を中Sに示L顔

付お̀ tiし ている 迎 の正佳Ⅲ約 2卸 四 栞文の幅Ⅲ約

■5mて ある tl丈文が,や 宝殊形 こ近いことから 渡

競S"り 四水ピ内イi花文鈍VA式 もL(Ⅲ VB式 (回

村 1903)の 釘てある可能印"i高いと考え■れる こ の

破数才HlとしたSI1 1は 松 尾城処区高文のj級 頂部か

らlt」けへ(tつ た掛面地に立】Lすち 平 面形は情メ上方形

を■し水市敬 ま214村 てある 出 十ヤむ =北」切(谷例)

周獲泄際の床面上である OEFFr絶 の時!日は花"後 案と

考えちれる

(3)婁木山地区 第 119望穴仁居断 (Sコ 9)出 ユ範

程約 S lm恕を合04flの 約2/Ⅲ■とうi迎″している

矢Rし た止はで検山された打1本 【党形であ,た のかど

う力すよ不明てある 町 しかをしく内区の文歳は不月であ

る"【 外 区は幅 ,5cD程 度の半線のようである S1119

主要木山地区の上高所を占Ⅲる●彦R部 平坦面から北

百側にやや下る緩和面に位置する 子 面形い隅丸方F/を

単し推定床面救1ま19 Snl 水面て焼■面わ'伎山ごれて

ヽゆ 嬢 ■炉の可能性小指摘=れ ている (高馬 2●OJ)

鏡 よ=柱 穴際の床面正上かち甑打面を上にした状ほて出

上した 位 常の廃絶時期1ま後期後葉と考えられる

2 中 四日地方における磁鏡の様相

以上 ど 木晩山迪跡出上の古師範について姪理した

妻木Ⅲ地区山=競 については世作状はあ客 (多 くの情報

を引=出 せない″■ 松13頭地区 松 虐岐地区の蔽館につ

いては地迪跡出=抑 との1ヒ破枝:Jガ可確である nt節

の山Ill 終々 の過程やその機ht 性 格 とついては既 こタ

くの完ヤわ1蔀している 高 を常彰は 北 再九州にお チる

破鏡の分布は信製策とH熊 こ理格事分布域の周線地域ど

中いとすることわら 流 入Rゆ 減少した'耐 断の不足を

打〕う巨|,で,形 塩を分割し 平 野を草付とした各地炊的

相I二の結台の車桜として数橘ど分布胡から月縁地減に

分配ざれたとみる (高■ 1976)問 付号lltは分割のt

■に銃所有層の拡大という内lrj要因を狙定する (岡付

100い 一 方で こ れまでには■したに疑の11に桜合例

"な いことうち分割 配 布を熊内とし 塩 のlt碑印芽

を破れ,現 の空機とする説もある は 丸 19'o)ま た

は■Jtの 分析かち 破 塩およびわ型鏡とRIH戒完形鐘と

のIJに 夜 者を上位と,る 階旧にな存在したとする見方

力i流 であち (I回 1'70 ド 昨 OS3 武 末 1990年 )

たたし こ ttら先行研究の'(は  破 甑の分布が■■す

る九州地方ての様mを 中いこ読じられたもつてあり 中

四国jIH方の地域化1とついては必すじじ充分に監詳 れて

いない そ こて 次 に中四同地方り破鶏の様mを 概FVじ

(塩3表  =2田 )そ の格徴をまとめて■よう中)

競式をみると 5 0Mの 内行イι文掩わi大部分を古"

ら 綿 年的におも市い範は八お範 具 tH字銘1,最など説

疑4サ印 (llt枝末)の 鏡てある ,Mの 塩としては 松 え

頭円を別にすl■ば飛寓飽 |い背娩 面 文打ⅢH獣範うFある

方 い すれも古墳刷奔例である 疑 式についてのこれ|

の報相Ⅲよ ヽ おむお」ヒ部九"の 状況と  ヽ政 する (藤丸

1993 前 村 1000)あ1 分布やHユ 状況についてい 中

四国地方の地張性ともいう末言いくつ↓の特餃蔀 f「て

言る

第一に ヽ 取県減 松 Ⅲ平野 高 知平野といつた特定

の地減 そ の中でも特定の楽落に分布,r4Ⅲ する傾向わ!

あ= 複 数の範わFHュ した=本 的凹迪跡 背 谷上寺地世

跡 文京辿跡 印付泄斯辞は■仁E打【央山して高い空落

あるいに交身の拠点と目される迪跡てわる 取 節の希tr

性と そ れを大手L得た楽団り極tlLを記bる こと"【て

首よう

第二に な 墓への価芽例力1言めて少なく 禁 そ虹から

の出=例 うF卓延する こ うした状況は 九 州にお,る 大

分卓人蜂打Ju域や索水,な の様相と頌似するり 大 分

県H=例にういて使訂した高橋篠よ 当該u立のは塩の

性格につぃて
「■'共同体にll屈するものとして取め破

われた姿寵品)と 考える 1庁橋 1070)中 四国地方り

例についても同様に 特 定個人に席属する 取 信航」て

はなく 共 同体nJtt格の強い資需と考えられよう
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“ 刊 JO■ 無■

第=に  後 畑中葉 後 'lr後業など1ヒ政"早 い時加に虚

束 迪 飛された例わ1認bら l■る ,日 のよ上例を検討L

た西Ⅲ寿悌によれば 舷 既わ`出とした巡椎の時期1ま弥生

Pri 後ヽ例後ヤヽ十衣時代初虫に'割 '■ か空中する そ

して 般 競のに案 高J夕の空機として ■ 彦町になけな

焔↓売形範の流入を想定 している (西Ⅲ 1096)高 lF

惚は 大 分県強ての住Fへ の廃疑力 4印後栄よう始まろ

ことを示し fr卜J体にヽろ郎生時代りま統的な価値観の

石定と言輸Ⅲ'ろ (高析前塙)

これ●り薇話Ⅲ 取 純の廃楽 呂1訴のす■tに 斬 生い

代Ⅲち古墳時代への大=な 社会nJ■■を想定する●のて

あろ し かし 上 京迪跡例や市印十野の例など後切Ⅲ■

以前の山上四については こ れとはユなち説明″必要と

をろう

o 鳥 取県域におてする強塩のと主扶況について

以上 中 四同処方の磁塩の特餃として 7r千 "千特定の

地域に集中す■こと ■ 渚H上 例が卓越すること Ⅲ 生

rt代“畑の早い段階か■破競の雄飛ホ始まることを砥認

した こ のⅢで 後 =を う1示すよう■破氏のは■迪村

‖=状 況と虎売時 411ま 立 節の社Ffを考えるうえてのエ

要な手才"り となる そ こで 歩 水映田辿跡における破

廓の山上状況について改めて枚討しよう 去 木 いしにつ

数ををめた0例 の範は い すれも犀人と[の 床面上方ら

の山■である そ の中て松に田 S145例は 先 述のとお

け‖rf下Ⅲら出上したものであり 単 なる院交て ま,(

住Eの 建て■え|こ障して担置されたとも考え■1■るH■

棋批である 成 茶の時期 よいすれも後期後養てあり な

落のはrd加にうたる ま た 疑わ出=し た01rのこ局 ま

いずイtもこ丘曖の最高所からややくたつた付面!しに立地

する●)

工居跡の床而 'か らのは■例として '取 県内では他

にi,本世郎例 市 谷大山道跡例わ1うすられな 八 店競片

ナ出とした者末trtt Hs16●I工駐マ坦面に位座する こ

の工桂Ⅲ来者り猥ヽ西仙にあたり 吉 墳時f にヽ1まえ't

崎換する HS 60すよ床面設47 2niを皿る●lrにヽ 人嫌

のtt層であろ 材 製亘凹文競な山上した市谷大山道跡 B

ピS123●丘駐消面処に立地する 迪 存状北″LE(住 ■

の規模は町られにで営ないか 当 核切の迪枇オ布血四の

中心近くに位ftし を 席の大型tF■"【このと層から年間

称に位置すること,`指摘されている (“本 1004)

以上 妻 末帆日世跡例を奇あた舟1/県域り出ユ例をみ

ると 床 面上 あるいは町床下わら宙■しているHか ら

採造nⅢこ虎韮されたとは考え,こくい状批である ま モ

挙水晩tl辿跡tF尾血例 古 水道跡例のように■者内の十

均“」なll面村を上回ち大型工[わ ちの‖=肌 う1あること

にllえ 高 所の志向 う るいよ大型tL層とり位置関係な

どの■に■いて 紋 範を廃養する■「への意図的な選択

わi助いて立たこと,と想定=れ る

lt上のことわ, こ l■■のは■状況十まⅢ々る虎琵ては

なく 正 疑を用いた擁ことを接な関係にあること き ら

に意僚=這 L(■ れば 校 キtiこ祥つてtt日内に型置され

た結果である可定とが考えうl■ちので まないたちうか

すなわ, あ 少価十や祭料としてのlrI格をよつたために

庄辞 llたのではなく 算 揺としての性格ゆえに4rT内

の特別な地ヒや施設に型匝されたとの17民てある も ら

みん iⅢ Ⅲ娯の事例かちⅢいた解申ヽをH四 □地方全fl

に直ちに欧行することはてます 和 ,ど に虎菱された例

や包今唇■■例などについても使訂しなければならない

,■ 4取 ,明 に■ チろ破埼セ何いた像礼の栞体的なあり

方として指摘して,ど たヤⅢ

まとめ

い に 安 木晩m迪 跡山=り 純について枯係を理型した

うえて 中 四同地方 ●お するは塩の様“1を隅取し 当 !し

方では,Irり '力 とFt団によって弦数か4中 的に保有=

l■た状況を確ンした ま た骸野の性格について 来 刷に

よつて所有 せ 型言れた捺崩と考え ツ 木晩m迪 跡を合

むh取 卓岐て まな礼(件 つて住E内 に理ほ 道 褒きれた

可能 tを示した

以上り枝討を踏=え ,■は な 木血口巡跡の 「吉長8の

常“uJと 評価=“ ることの多わつた1弾君頭地区につい

て 「張it奎的Jと して提える親■Ⅲ必″であろう も

■らん ltTHを 奈酎を打いた4者 内のにlLは吉長によっ

て執行された可絶打うま市いてうろうわら“ こ のこと

ぅF松尾"1は区におする百三村の岳住をさ定するヽのでは

ない た だヒ、範 逆 rtり"hす tFLE頭地区の,に 限■

れず 松 層成地区や夢末山地区でもrl様の作キt″おこと

われていた■|こも留言しなけれ ,ならない 仏 尾面地区

のITmlは 破 埼の,■ らず大型対1立n建 初や生r迪 机な
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。 蜘 EttUI=分 硬競こつtて

どの検討を総合してヽこなわれなばなうないことは言う

までもない

他にも議じ医した問題は多いか 引 営続営検討を荘あ

ていこうと考える           (言 格 俊 a

【こ】

(1)4減 にはJ下 の文献捧 考(し た (日 立産真氏袴Hr均宜海

ぃ94)(煙 蔵=“ 財研究全臨 16n4)(西 Ⅲ 19亜)(高 板

抑∞)(と 回2∞ I 如 い)安 ■ゃ証遭のなされていない

もり,「騒灼 |し ては別す●月標もある力t=宙 ては 'ほ臨J

モ航一しヽ  な お 磁 セ騒津して自離す0「 藤陶   「■

■翻り範 は今砂 糠討めヽ恵舛とした

(2)大 分いEで 楽落出■例″■査するな況に,い ては こ れを

穣■r施 慎"ら の影密と,あ 粧もある (九■t求 イ研 究4ヨ

2∞ 0

●)妄 水晦口竜断では こ 蔭り頂部はに震車が,く ,ttな い空陶

ると,こ ことわ:夕Ⅲ

(4)大 分環0酸 騒H=亡 意の授準を分析した 細ヽ締 は 「,国 りヽ

でもヒ陵的規ほり大どい一群わら■■すこJと いう,一 夕を

京し て高覇 1970 「 大さな室的 に人j"を確筑を常穂して

いヽ■にとを増摘している (九州古文化研究な幅20m)

〔,i月 窮 鯨 】

阿対宏英 10破 噂 鞭☆と編キJ「え林J675 帥 会
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